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【本部】
〒020-0874　盛岡市南大通 1丁目15-7 南大通ビル 3階
TEL (019)656-8145　FAX (019)656-8146
E-mail  info@iwate-arts.jp　URL  http://iwate-arts.jp

【肴町事務所・風のスタジオ】
〒020-0878　盛岡市肴町 4-20 永卯ビル 3階
TEL (019)604-9020　FAX (019)604-9021
E-mail  kaze@iwate-arts.jp　URL  http://iwate-arts.jp
〈窓口営業時間〉火・水・金 10:00~18:30　木・土 10:00~17:00
〈施設利用可能時間〉9:30~21:30

【もりおか町家物語館】
〒020-0827　岩手県盛岡市鉈屋町 10-8
TEL (019)654-2911　FAX (019)654-2913
E-mail machiya@iwate-arts.jp　URL http://machiya.iwate-arts.jp
〈開館時間〉9:00~19:00（最終入館 18:30） ※浜藤ホールのみ利用時は 21:30 まで
〈休館日〉毎月第４火曜（休日の場合はその翌日）　年末年始 12/29 ～ 1/ 3
〈入館料〉無料 ※一部企画展は有料の場合があります。

◎プレイガイドをご利用下さい！
肴町事務所・風のスタジオ窓口と、もりおか町家物語館案内所には、
プレイガイドを設置しております。販売手数料 5％（消費税込み）で、
イベントチケットをお預かりしています。直接ご来館のうえ、職員
にお声がけください。

鉈屋町界隈イベント情報

風のスタジオ公演情報

出店者募集 !

第 3回 はま とう ふ る ほ ん いち

  ◆募集期間◆

2019年1月9月 (水 )～2月6日 (水 )
    ◆開催日時◆　
　　　2019 年 3月 23日 (土 )・24 日 (日 )
　　  11：00 ～ 16：00
    ◆開催場所◆　
         もりおか町家物語館　浜藤ホール
　◆出店料◆　1店舗：1,000 円

　◆募集数◆　14店舗（予定）

古本・自主制作本・しおりなどの読書グッズを

出店してくださる方を大募集！

おすすめの本を誰かに読んでほしい方も、

おうちの本棚を整理したい方も、

ぜひお気軽にご参加ください♪

申込方法はもりおか町家物語館ホームページ上の

応募要項をご確認ください。
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町家で神楽を楽しむ
公　演　南日詰大神楽 （紫波町無形民俗文化財）

日　時　2019 年 1 月 19 日 （土）　

               開　場　13 ： 45 ／開　演　14 ： 00

会　場　大慈清水御休み処 （鉈屋町 3-15）

会　費　1,000 円

主　催　NPO 法人盛岡まち並み塾

問合せ　TEL ： 019-656-1603　

               mail ： machiya@theia.ocn.ne.jp

ホームページ　https://www.machinamijuku.org



リレーコラム No.33
黒森神楽　盛岡巡行

営業時間 /11:00－16:00　
定休日 / 毎週火･水曜日

カフェの営業時間外も、 施設開館中は見学可能です。
臨時休業の場合もございます。  
営業時間はホームページ等でご確認ください。

　休館日 ・ 1 月 22 日 ( 火 )

カフェ DOMA

◆せら知おの間時業営 」街店商の空時「 Ｆ1蔵正大◆
11 月 1日～ 3月 31 日　冬季営業時間　10：00 ～ 17：00 となります

  

盛岡巡行黒森神楽
国重要無形民俗文化財

演劇ユニットせのび演劇公演
「なくなりはしないで」作 ・ 演出　村田青葉

第 1 4 回 盛 岡 市 民 演 劇 賞 創 作 戯 曲 部 門 賞 受 賞 作 。

宮 城 ・ 秋 田 公 演 を 経 て 、 待 望 の 盛 岡 再 演 で す 。

日　時　2 月 8 日 （金） 19 ： 30 ～
　 　  　 　 9 日 （土） 11 ： 00 ～、 16 ： 30 ～
　　　　　　　　　　　＊開場は開演の 30 分前

料　金　 〈大人〉 前売 1,200 円／当日 1,500 円

　　　　 〈学生 ・ U25〉 前売 ・ 当日共通 1,000 円

プレイガイド ・ もりおか町家物語館 /Cyg a r t  ga l le ly

　　　　　　　いわてアートサポートセンター風のスタジオ

【問合せ】 090-2278-4244 （藤原）

いわてリーディングシアター
　　　　　　　　　　　朗読劇公演
震 災 に ま つ わ る 朗 読 劇 を 県 内 の 3 団 体 が

そ れ ぞ れ の 作 品 を 持 ち 寄 り 、 上 演 し ま す 。

出 　 演 　 二 戸 演 劇 協 会  T H E 雲 人

　 　 　 　  み や こ 市 民 劇 フ ァ ク ト リ ー

　 　 　 　  久 慈 市 朗 読 劇 ユ ニ ッ ト  や ま ね こ け ん

【特別出演】 大 塚 富 夫 （IBC 岩手放送アナウンサー）

日　時　 2 月 17 日 （日） 14 ： 00 ～
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊開場は開演の 30 分前

料　金　前売　800 円　当日 1,000 円

【問合せ】 019-654-2911 （もりおか町家物語館）

　

加村 なつえ個展
Ovo de Revo [vol.02 2018winter]

12 月 2 日 （日） ～ 1 月 20 日 （日）
　　　　　　　　※最終日は 16 ： 00 まで

好 評 に つ き 、
会期延長となりました。

事業報告事業報告
もりおか町家物語館 第5回 森 荘已池劇場「生と死と」

　盛 岡 市 鉈 屋 町 で 暮 ら し 、 生 涯 在 郷 作 家 と し て 執 筆 活 動 を 続 け た 岩 手 県

初 の 直 木 賞 作 家 ・ 森 荘 已 池 の 作 品 を 顕 彰 す る 場 を 目 的 と し 、 開 館 以 来 自

主事業として行っている「もりおか町家物語館 森荘已池劇場」も今年で5

回 目 を 迎 え ま し た 。 今 回 題 材 と し て 取 り 上 げ た 作 品 は 「 生 と 死 と 」 。 戦 後 間

も な く の 盛 岡 の 闇 市 を 舞 台 と し

て 描 か れ た 作 品 を 朗 読 劇 と い う

形で上演しました。

　 語 り に 加 え 、 鉢 や グ ラ ス を 用

い た 生 演 奏 を 行 っ た り 、 人 形 を

登 場 さ せ る こ と で 、 通 常 の 朗 読

劇 と は 一 味 違 っ た 舞 台 と な り 、

多 く の お 客 様 に お 楽 し み い た だ

けました。

　黒森神楽の舞を観たのはおよそ４０年前、舞

より先に２０才の神楽子らの話に衝撃を受け

た。二人は職を辞しての巡行であった。更にそ

の日の夜神楽に度肝を抜かれた。６年ぶりに巡

行が若者２人を加え再開されたテレビ番組の取

材だった。手元に「黒森神楽太夫佐伯裕則氏追

悼記念文集神人和楽」という冊子がある。その

佐伯氏が取材した神楽子で、１９９９年１２月

に３９才で亡くなった黒森神楽発展の立役者で

ある。冊子には私も含め彼と関わった多くの人

が文章を寄せている。一様に彼の神楽へのほと

ばしる情熱を賛美し遺徳を偲んでいる。私は彼

との再会に最初の出会いから９年の歳月がか

かった。それ以降、毎年巡行に同行し神楽に

浸っていった。テレビ番組や映像記録を何本も

手がけて一段落した年の暮れに彼を失ったので

ある。翌年の巡行が危ぶまれたが、残した４人

の弟子と佐伯氏が声がけして黒森神楽衆となっ

た仲間、更に先輩が苦境を乗り越え巡行を成功

させた。現在、その４人の弟子が軸となって新

たな弟子を育て盛り上げている。黒森神楽の最

大の特徴は４００年近く継続する三陸沿岸の神

楽巡行であるが、その背景には生業に沿った儀

礼の数々と神楽の楽しさ格好良さがあるからだ

ろう。佐伯氏が逝ってから１９年、その間に国

指定、東日本大震災、国指定１０周年記念行事

など悲喜交々の年月であった黒森神楽は、舞に

磨きを掛け、演目を拡充し、神楽宿の期待に応

えながら巡行を続けている。

佐伯氏が私にこんな言葉を残した。

「神が楽しむと書いて神楽だけど、我も楽しん

でやって良いと思う」

　　　　東北文化財映像研究所　阿部武司
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～冬期編～ 舞台技術講習会
日 　 時 　 1 月 2 4 日 （ 木 ） 1 9 ： 0 0 ～ 2 1 ： 0 0
           　 　 2 6 日 （ 土 ） 1 3 ： 0 0 ～ 1 5 ： 0 0
場 　 所 　 も り お か 町 家 物 語 館  浜 藤 ホ ー ル  
対 　 象 　 高 校 生 以 上 で 両 日 参 加 可 能 な 方 （ 定 員 1 0 名 ）
料 　 金 　 5 0 0 円

[ 申込方法 ] 電話またはメールにて、 氏名 ・ ご連絡先 ・ 年齢をお知らせ下さい。

　　　　　（メールでお申込の際は件名を 「舞台技術講習会」 と明記下さい。）

申込 ・ 問合せ　TEL　019-654-2911 ／ mail　machiya@iwate-artｓ.jp

 
 

 
 

 
 

 

 
前半のラインナップはコチラ！

2 月 2 日 （土）　もりおか町家物語館にて

シットギ獅子舞込 11 ： 00 ～

「風の広場」 にて　◆観覧無料

神楽公演 13 ： 00 ～ （12 ： 30 開場）

「浜藤ホール」◆有料観覧

●ご好評につき、 有料観覧券は
　　　　　　　　　　完売となりました●
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